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市税 38％
（税金）

129億5,211万円

諸収入 5％
17億449万円

繰入金・繰越金 6％
（前年度からの繰越金や、市の基金を

取り崩して財源としたもの）
22億6,045万円

使用料・手数料など 3％
（市営住宅の家賃、保育料やスポーツ

施設の使用料など）
11億1,292万円

国県支出金 25％
（国や県からもらえるお金）

85億9,722万円

地方交付税 12％
（全国一律のサービス提供を

するためのお金）
41億1,760万円

地方譲与税など 7％
（国が徴収した税の一部を地方に分配する）

23億216万円

市債 4％
（市の借金）

14億1,700万円

春日市の

一般会計　市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

歳 入   344億6,395万円 （対前年度 11億1,542万円の増額）

歳出（性質別）324億3,213万円 （対前年度 8億9,802万円の増額） 家 計
簿

平成29年度の市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　歳入は、市債や財産収入、使用料および手数料などが減りましたが、繰越金、繰入金お
よび国県支出金などが増え、全体では11億1,542万円増えました。
　歳出は、春日那珂川水道企業団への出資金などが減りましたが、私立保育所に対する
給付費をはじめとする扶助費や新設保育所整備事業費などの普通建設事業費が増え、
全体では8億9,802万円増えました。その結果、平成29年度は16億4,512万円の黒字と
なり、平成30年度に繰り越しました。

　性質別分類では「どのような用途にいくらの経費が支出されたか」が分かります。

（※1）「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

区　分 平成28年度 平成29年度
歳入額 333億4,853万円

315億3,411万円
18億1,442万円

11億945万円

344億6,395万円
324億3,213万円

20億3,182万円
16億4,512万円

歳出額
差引額

実質収支額（純黒字額）(※1）

区　分 目　的 決算額 対前年度増減額

注　人口は平成29年度末人口
（11万3,042人）を基準にして
います。

依存財源
（国や県から交付されるお金）

48％
164億3,398万円

依存財源
（国や県から交付されるお金）

48％
164億3,398万円

自主財源
（自主的に調達できるお金）

52％
180億2,997万円

自主財源
（自主的に調達できるお金）

52％
180億2,997万円

市営住宅の建て替え事業
の進捗により、借りる金額
が減りました。
（▲2億1,760万円）

しんちょく

こども医療費が増え
たので、県からの補助
金が増えました。
（＋3,353万円）

扶助費 29％
（医療費や児童手当、

障がい者への給付、生活保護費など）
95億193万円

人件費 11％
（職員や議員の給与）

37億8,398万円

公債費 9％
（借金の返済）
27億7,297万円      

普通建設事業費 10％
（道路や学校の建設費）

33億2,353万円　

物件費 15％
（光熱水費や施設の維持、事務用品購入など）

49億5,665万円

繰出金 9％
（特別会計へ出しているお金）

29億9,468万円

補助費など 9％
（団体への補助金など）

30億146万円

その他 7％  
20億9,694万円

その他の経費
40％

130億4,973万円

その他の経費
40％

130億4,973万円

義務的経費
（任意に節減することが

難しい経費）

50％
160億5,888万円

義務的経費
（任意に節減することが

難しい経費）

50％
160億5,888万円投資的経費

（将来へ残るものへの経費）

10％
33億2,353万円

投資的経費
（将来へ残るものへの経費）

10％
33億2,353万円

市民１人当たりの
決算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 13万1,838円

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 3万6,473円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 3万4,956円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 2万5,846円

公債費 借入金の返済 2万4,530円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 1万8,826円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 8,478円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 3,094円

議会費 議会の運営など 2,395円

労働費 雇用拡大や失業対策など 253円

農林水産業費 農業振興など 202円

その他 その他の支出 12円

149億326万円

41億2,295万円

39億5,154万円

29億2,174万円

27億7,298万円

21億2,809万円

9億5,834万円

3億4,980万円

2億7,070万円

2,856万円

2,282万円

135万円

324億3,213万円

2億8,945万円

3億2,039万円

9億2,359万円

▲ 2億983万円

1億4,937万円

▲ 4億3,716万円

101万円

▲ 39万円

114万円

▲ 226万円

111万円

▲ 1億3,840万円

8億9,802万円

2.0%

8.4%

30.5%

▲ 6.7%

5.7%

▲ 17.0%

0.1%

▲ 0.1%

0.4%

▲ 7.3%

5.1%

▲99.0%

2.8% 28万6,903円

※▲はマイナスを表します。

合計

歳出を目的別にみると…

主要な事業（金額は平成29年度事業費）

伸び率

◆こども医療費支給事業　　　   3億4,892万円
◆市庁舎長寿命化事業　　 　　  3億1,667万円　
◆西鉄春日原駅周辺整備事業　   2億5,576万円
◆ふれあい文化センター改修事業 2億3,694万円

民生費
 46.0％

総務費
 12.7％

教育費
 12.2％

土木費
 9.0％

公債費
 8.5％

衛生費
 6.6％

消防費
 2.9％

商工費
 1.1％

議会費
 0.8％

労働費
 0.1％

農林水産業費
 0.1％

その他
 0.0％

■ 構成比

私立保育所への給付費
が増えました。
（＋1億5,769万円）

国民健康保険事業へ支
出するお金が減りまし
た。
（▲2億2,237万円）

春日市の 家 計 簿

総 括

新しい保育所を整備し
たため増えました。
（＋3億480万円）

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

問い合わせ先
財政課 財政担当
☎(584)1111（代）
F(584)1145
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市税 38％
（税金）

129億5,211万円

諸収入 5％
17億449万円

繰入金・繰越金 6％
（前年度からの繰越金や、市の基金を

取り崩して財源としたもの）
22億6,045万円

使用料・手数料など 3％
（市営住宅の家賃、保育料やスポーツ

施設の使用料など）
11億1,292万円

国県支出金 25％
（国や県からもらえるお金）

85億9,722万円

地方交付税 12％
（全国一律のサービス提供を

するためのお金）
41億1,760万円

地方譲与税など 7％
（国が徴収した税の一部を地方に分配する）

23億216万円

市債 4％
（市の借金）

14億1,700万円

春日市の

一般会計　市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

歳 入   344億6,395万円 （対前年度 11億1,542万円の増額）

歳出（性質別）324億3,213万円 （対前年度 8億9,802万円の増額） 家 計
簿

平成29年度の市の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

　歳入は、市債や財産収入、使用料および手数料などが減りましたが、繰越金、繰入金お
よび国県支出金などが増え、全体では11億1,542万円増えました。
　歳出は、春日那珂川水道企業団への出資金などが減りましたが、私立保育所に対する
給付費をはじめとする扶助費や新設保育所整備事業費などの普通建設事業費が増え、
全体では8億9,802万円増えました。その結果、平成29年度は16億4,512万円の黒字と
なり、平成30年度に繰り越しました。

　性質別分類では「どのような用途にいくらの経費が支出されたか」が分かります。

（※1）「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

区　分 平成28年度 平成29年度
歳入額 333億4,853万円

315億3,411万円
18億1,442万円

11億945万円

344億6,395万円
324億3,213万円

20億3,182万円
16億4,512万円

歳出額
差引額

実質収支額（純黒字額）(※1）

区　分 目　的 決算額 対前年度増減額

注　人口は平成29年度末人口
（11万3,042人）を基準にして
います。

依存財源
（国や県から交付されるお金）

48％
164億3,398万円

依存財源
（国や県から交付されるお金）

48％
164億3,398万円

自主財源
（自主的に調達できるお金）

52％
180億2,997万円

自主財源
（自主的に調達できるお金）

52％
180億2,997万円

市営住宅の建て替え事業
の進捗により、借りる金額
が減りました。
（▲2億1,760万円）

しんちょく

こども医療費が増え
たので、県からの補助
金が増えました。
（＋3,353万円）

扶助費 29％
（医療費や児童手当、

障がい者への給付、生活保護費など）
95億193万円

人件費 11％
（職員や議員の給与）

37億8,398万円

公債費 9％
（借金の返済）
27億7,297万円      

普通建設事業費 10％
（道路や学校の建設費）

33億2,353万円　

物件費 15％
（光熱水費や施設の維持、事務用品購入など）

49億5,665万円

繰出金 9％
（特別会計へ出しているお金）

29億9,468万円

補助費など 9％
（団体への補助金など）

30億146万円

その他 7％  
20億9,694万円

その他の経費
40％

130億4,973万円

その他の経費
40％

130億4,973万円

義務的経費
（任意に節減することが

難しい経費）

50％
160億5,888万円

義務的経費
（任意に節減することが

難しい経費）

50％
160億5,888万円投資的経費

（将来へ残るものへの経費）

10％
33億2,353万円

投資的経費
（将来へ残るものへの経費）

10％
33億2,353万円

市民１人当たりの
決算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 13万1,838円

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 3万6,473円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 3万4,956円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 2万5,846円

公債費 借入金の返済 2万4,530円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 1万8,826円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 8,478円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 3,094円

議会費 議会の運営など 2,395円

労働費 雇用拡大や失業対策など 253円

農林水産業費 農業振興など 202円

その他 その他の支出 12円

149億326万円

41億2,295万円

39億5,154万円

29億2,174万円

27億7,298万円

21億2,809万円

9億5,834万円

3億4,980万円

2億7,070万円

2,856万円

2,282万円

135万円

324億3,213万円

2億8,945万円

3億2,039万円

9億2,359万円

▲ 2億983万円

1億4,937万円

▲ 4億3,716万円

101万円

▲ 39万円

114万円

▲ 226万円

111万円

▲ 1億3,840万円

8億9,802万円

2.0%

8.4%

30.5%

▲ 6.7%

5.7%

▲ 17.0%

0.1%

▲ 0.1%

0.4%

▲ 7.3%

5.1%

▲99.0%

2.8% 28万6,903円

※▲はマイナスを表します。

合計

歳出を目的別にみると…

主要な事業（金額は平成29年度事業費）

伸び率

◆こども医療費支給事業　　　   3億4,892万円
◆市庁舎長寿命化事業　　 　　  3億1,667万円　
◆西鉄春日原駅周辺整備事業　   2億5,576万円
◆ふれあい文化センター改修事業 2億3,694万円

民生費
 46.0％

総務費
 12.7％

教育費
 12.2％

土木費
 9.0％

公債費
 8.5％

衛生費
 6.6％

消防費
 2.9％

商工費
 1.1％

議会費
 0.8％

労働費
 0.1％

農林水産業費
 0.1％

その他
 0.0％

■ 構成比

私立保育所への給付費
が増えました。
（＋1億5,769万円）

国民健康保険事業へ支
出するお金が減りまし
た。
（▲2億2,237万円）

春日市の 家 計 簿

総 括

新しい保育所を整備し
たため増えました。
（＋3億480万円）

目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

問い合わせ先
財政課 財政担当
☎(584)1111（代）
F(584)1145

03 市報かすが ｜ 平成30年10月15日



特別会計　特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。

春日市の 家 計 簿

　健康保険や介護保険、下水道事業において必要な経費のうち、一部については一般会計からお金を支出しています。

（※2）下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。　
※▲はマイナスを表します。

会計区分 歳入（収入）❶    歳出（支出）❷  差引額 ❶－❷ 一般会計から
の繰入金

市民1人当たり
の繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計） 121億6,049万円

13億8,877万円

64億9,582万円

23億1,219万円

5億5,298万円

114億9,393万円

13億1,804万円

62億9,892万円

19億6,870万円

15億156万円

6億6,656万円

7,073万円

1億9,690万円

3億4,349万円

▲9億4,858万円

8億9,391万円

2億6,270万円

9億3,370万円

3億8,702万円

7,908円

2,324円

8,260円

3,423円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計）

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計）

下水道事業会計
（下水道の管理・

運営のための会計）

収益的収支

資本的収支

市債（借金）および基金（預金）の状況

一部事務組合など
　例えばごみ処理施設は、どの自治体も必要なので、春日市だけでなく周りの自治体と一緒に運営することで、
建物費用や運営費用を節約しています。春日市が周りの自治体と一緒に運営している一部事務組合などの決算状
況は、下表のとおりです。

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のウェブサイト（http://kasuga-nakagawa-suido.or.jp）
　で公開されます。

団体名 歳入（収入）❶    歳出（支出）❷  差引額 ❶－❷ 春日市負担金 市民1人当たり
の負担金額

一般会計

後期高齢者
医療特別会計

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃物の処理など）

春日･大野城･那珂川消防組合
（消防に関する業務など）

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など）

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営など）

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
（非常勤消防団員に係る災害補償に関する
　事務など）

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつくしぴ
　あの運営など）

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理など）

福岡県後期高齢者医療広域連合
（後期高齢者医療制度の事務など）

5億4,195万円

29億8,595万円

2億9,562万円

2億7,025万円

9,008万円

4,097万円

24億1,783万円

4億4,777万円

7,585億4,323万円

4億6,639万円

29億4,254万円

2億6,914万円

2億6,081万円

8,976万円

3,824万円

21億1,862万円

4億601万円

7,306億1,300万円

7,556万円

4,341万円

2,648万円

944万円

32万円

273万円

2億9,921万円

4,176万円

279億3,023万円

2億543万円

9億1,569万円

4,555万円

99万円

77万円

846万円

1億8,804万円

608万円

21億8,137万円

1,817円

8,100円

403円

9円

7円

75円

1,663円

54円

1万9,297円

市債（市の借金）

■ 市債発行額と残高の推移
    （一般会計）

◆「市債」とは？
　市債は、道路や公共施設など耐用期間の長いもの
を造るために借り入れたお金です。
◆春日市の市債残高は？
　昨年度から減少しています。これは、水道企業団へ
の出資金などが減ったためです。今後も、小学校の改
修工事などが予定されていますので引き続き借金を
しすぎないように努めます。

基金（市の預金）
◆「基金」とは？
　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基
金は、予期しない収入の減少や災害などによる突然
の支出に備えるためのものです。
◆春日市の基金は増えたの？
　財政調整基金は、一部取り崩しましたが、公共施設の
更新や西鉄春日原駅立体交差事業のための基金など
を積み立てた結果、市の基金が約12億円増加しました。

経常収支比率 89.3％　（平成28年度　87.4％）

◆「経常収支比率」とは？
　春日市が突然の支出に耐えられるのか、新たな
サービスを展開できる力があるのかを表していま
す。
　毎年の収入に対する、毎年支出が避けられない経
費の割合です。この割合が高いほど、新たなサービス
の開始や建物の建設といった経費に充てる余裕が少な
くなり、財政運営が厳しくなります。
◆春日市の「経常収支比率」は？
　前年度から1.9ポイント悪化しました。
◆悪化した原因は？
　借金返済の増加や、後期高齢者医療事業特別会計
への支出が増えたためです。

　大型公共施設などの更新事業により、今後も借金は必要ですが、引き続き可能な限り新規の借り入れを抑制し、
また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財政運営に努めます。

（億円）

2725 26 （年度）28 29 27 （年度）28 29
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47.1

20.7 14.2

■ 経常収支比率の推移

その他の市債残高
臨時財政対策債残高
発行額 ■ 基金残高の推移

（億円）

その他の基金
財政調整基金

0

20

40

60

80

100

120

22.1

52.6

74.7

27.1

61.6

88.7

24.6

75.7

100.3

※　類似団体とは、全国の市の中で人口と産業構造が類似した団
体を指します。県内では飯塚市など、県外では神奈川県海老名
市などが類似団体になります。

※　類似団体の平成29年度の数値は、まだ公表されていません。
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特別会計　特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。

春日市の 家 計 簿

　健康保険や介護保険、下水道事業において必要な経費のうち、一部については一般会計からお金を支出しています。

（※2）下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。　
※▲はマイナスを表します。

会計区分 歳入（収入）❶    歳出（支出）❷  差引額 ❶－❷ 一般会計から
の繰入金

市民1人当たり
の繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計） 121億6,049万円

13億8,877万円

64億9,582万円

23億1,219万円

5億5,298万円

114億9,393万円

13億1,804万円

62億9,892万円

19億6,870万円

15億156万円

6億6,656万円

7,073万円

1億9,690万円

3億4,349万円

▲9億4,858万円

8億9,391万円

2億6,270万円

9億3,370万円

3億8,702万円

7,908円

2,324円

8,260円

3,423円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計）

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計）

下水道事業会計
（下水道の管理・

運営のための会計）

収益的収支

資本的収支

市債（借金）および基金（預金）の状況

一部事務組合など
　例えばごみ処理施設は、どの自治体も必要なので、春日市だけでなく周りの自治体と一緒に運営することで、
建物費用や運営費用を節約しています。春日市が周りの自治体と一緒に運営している一部事務組合などの決算状
況は、下表のとおりです。

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団のウェブサイト（http://kasuga-nakagawa-suido.or.jp）
　で公開されます。

団体名 歳入（収入）❶    歳出（支出）❷  差引額 ❶－❷ 春日市負担金 市民1人当たり
の負担金額

一般会計

後期高齢者
医療特別会計

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃物の処理など）

春日･大野城･那珂川消防組合
（消防に関する業務など）

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など）

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営など）

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合
（非常勤消防団員に係る災害補償に関する
　事務など）

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつくしぴ
　あの運営など）

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理など）

福岡県後期高齢者医療広域連合
（後期高齢者医療制度の事務など）

5億4,195万円

29億8,595万円

2億9,562万円

2億7,025万円

9,008万円

4,097万円

24億1,783万円

4億4,777万円

7,585億4,323万円

4億6,639万円

29億4,254万円

2億6,914万円

2億6,081万円

8,976万円

3,824万円

21億1,862万円

4億601万円

7,306億1,300万円

7,556万円

4,341万円

2,648万円

944万円

32万円

273万円

2億9,921万円

4,176万円

279億3,023万円

2億543万円

9億1,569万円

4,555万円

99万円

77万円

846万円

1億8,804万円

608万円

21億8,137万円

1,817円

8,100円

403円

9円

7円

75円

1,663円

54円

1万9,297円

市債（市の借金）

■ 市債発行額と残高の推移
    （一般会計）

◆「市債」とは？
　市債は、道路や公共施設など耐用期間の長いもの
を造るために借り入れたお金です。
◆春日市の市債残高は？
　昨年度から減少しています。これは、水道企業団へ
の出資金などが減ったためです。今後も、小学校の改
修工事などが予定されていますので引き続き借金を
しすぎないように努めます。

基金（市の預金）
◆「基金」とは？
　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基
金は、予期しない収入の減少や災害などによる突然
の支出に備えるためのものです。
◆春日市の基金は増えたの？
　財政調整基金は、一部取り崩しましたが、公共施設の
更新や西鉄春日原駅立体交差事業のための基金など
を積み立てた結果、市の基金が約12億円増加しました。

経常収支比率 89.3％　（平成28年度　87.4％）

◆「経常収支比率」とは？
　春日市が突然の支出に耐えられるのか、新たな
サービスを展開できる力があるのかを表していま
す。
　毎年の収入に対する、毎年支出が避けられない経
費の割合です。この割合が高いほど、新たなサービス
の開始や建物の建設といった経費に充てる余裕が少な
くなり、財政運営が厳しくなります。
◆春日市の「経常収支比率」は？
　前年度から1.9ポイント悪化しました。
◆悪化した原因は？
　借金返済の増加や、後期高齢者医療事業特別会計
への支出が増えたためです。

　大型公共施設などの更新事業により、今後も借金は必要ですが、引き続き可能な限り新規の借り入れを抑制し、
また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財政運営に努めます。

（億円）

2725 26 （年度）28 29 27 （年度）28 29
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20.7 14.2

■ 経常収支比率の推移

その他の市債残高
臨時財政対策債残高
発行額 ■ 基金残高の推移

（億円）

その他の基金
財政調整基金

0
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22.1

52.6
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61.6

88.7

24.6

75.7

100.3

※　類似団体とは、全国の市の中で人口と産業構造が類似した団
体を指します。県内では飯塚市など、県外では神奈川県海老名
市などが類似団体になります。

※　類似団体の平成29年度の数値は、まだ公表されていません。
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春
日
市
の
財
政
は
健
全

　
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、市
の
財
政
が
健
全
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、引
き
続
き
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　❶
実
質
赤
字
比
率
、❷
連
結
実
質
赤
字
比
率
、❸
実
質
公
債
費

比
率
、❹
将
来
負
担
比
率
の
４
項
目
が
あ
り
、地
方
公
共
団
体
の

赤
字
の
度
合
い
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。

　
診
断
の
た
め
の
目
安
と
し
て
、早
期
健
全
化
基
準
、財
政
再
生

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。も
し
、こ
れ
ら
の
基
準
を
超
え
た

場
合
は
、外
部
の
厳
し
い
チ
ェッ
ク
を
受
け
、財
政
健
全
化
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❶ 

実
質
赤
字
比
率

　
　
普
通
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
指
標
。こ
の
比
率
が
高
い

ほ
ど
赤
字
額
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

❷ 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　
普
通
会
計
を
含
む
市
の
全
て
の
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
表
す

指
標
。こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
額
が
大
き
い
と
い
え
ま

す
。

❸ 

実
質
公
債
費
比
率

　
　
借
金
の
返
済
金
な
ど
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
度
合
い
の

３
カ
年
平
均
値
。こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、借
金
の
返
済
金
な

ど
で
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

❹ 

将
来
負
担
比
率

　
　
将
来
の
収
入
と
の
比
較
で
、借
金
残
高
な
ど
の
負
債
が
将
来

の
財
政
を
圧
迫
す
る
度
合
い
。こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、将
来

の
財
政
が
圧
迫
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
市
が
実
施
す
る
下
水
道
事
業
の
経
営
状
態
を
、資
金
不
足
の

度
合
い（
資
金
繰
り
の
危
険
度
）か
ら
個
別
に
診
断
す
る
た
め
の

比
率
で
す
。こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
資
金
繰
り
が
危
険
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　
診
断
の
た
め
の
目
安
と
し
て
、経
営
健
全
化
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
（
平
成
29
年
度
決
算
）

（※）実質公債費比率は、前年度から０．６ポイント改善し、制度開始後、最も良い数値になりました。

①
実質赤字比率

春日市

早期健全化基準

財政再生基準

■ 健全化判断比率

―
（赤字なし）

12.53%

20.00%

②
連結 実質赤字比率

―
（赤字なし）

17.53%

30.00%

③
実質公債費比率

1.3%（※）

25.0%

35.0%

④
将来負担比率

―
（将来負担なし）

350.0%

下水道事業

経営健全化基準

■ 資金不足比率
―

（資金不足なし）

20.0%

健
全
化
判
断
比
率
と
は

市
の
財
政
は
健
全
な
状
態
で
す

健
全
化
判
断
の
項
目

資
金
不
足
比
率
と
は

問
い
合
わ
せ
先
　
財
政
課
財
政
担
当

☎
（
５
８
４
）
１
１
１
１
㈹

F
（
５
８
４
）
１
１
４
５

　「地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ

と
が
、地
方
公
共
団
体
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
、そ
の
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、財
政
の
健
全
化
な
ど
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。

　春
日
市
で
も
、こ
れ
ら
の
比
率
を
算
定
し
、財
政
運
営
の
健
全
性
を
診
断
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
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07 市報かすが ｜ 平成30年10月15日

　よりよい春日のまちづくりを目指すため、市長
が各地区公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を
交換します。気軽に参加してください。

○地区トーク
　日程・会場
　 ▽11月1日㈭：サン・ビオ地区公民館
　 ▽11月5日㈪：小倉地区公民館
　 ▽11月8日㈭：弥生地区公民館
　時間　午後7時〜8時30分
○全体トーク
　　地区トークに参加できなかった人や、市全体

について意見がある人など、誰でも参加できま
す。手話通訳と要約筆記もあります。

　日程・会場
　 ▽11月11日㈰：ふれあい文化センター新館2

階中研修室
　時間　午後2時〜3時30分

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145

出前トーク「市長と語る」
11月の日程

問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

平成30年度全国学力・学習状況調査
春日市の結果の公表

　小学6年生と中学3年生を対象に、学習の定着状況や
学習に関する意識などの調査が毎年実施されていま
す。

　今年4月17日に行われた同調査の本市の結果は、全
ての教科で県・全国の平均点を上回りました。各学校
は、今後も学力調査の結果を踏まえ、学力向上に向け
たさまざまな取り組みを進めていきます。

■春日市の結果（全国、福岡県との比較）
小学校 中学校

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科
春日市 75 59 67 54 62 79 65 73 53 72
福岡県 71 55 63 51 61 75 61 65 46 65
全　国 71 55 64 52 60 76 61 66 47 66

※「Ａ」は主に知識に関する問題、「Ｂ」は主に活用に関する問題です。
※上記の数値は平均得点です。

　毎年11月3日｢文化の日｣に、福祉、教育、スポー
ツなどさまざまな分野で市の発展に寄与した人や
市民の模範となる人などを表彰しています。
　表彰者の功績をたたえるため、ぜひ来場してく
ださい。
　なお、式典では、周

しゅう

　暁
ぎょう

丹
た ん

さんの楊
よ う き ん

琴による祝
賀の演奏を予定しています。

日時　11月3日㈯・㈷
　午前10時〜正午（予定）
会場　ふれあい文化センター旧館サンホール
※被表彰者は、10月26日㈮から市ウェブサイトで

公開します。

問い合わせ先  総務課総務担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1142

功績をたたえて
第31回春日市表彰式
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問い合わせ先  高齢課指定指導担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

介護保険高額介護サービス費（年間上限）
期限までに申請書を提出してください

　介護保険高額介護（介護予防）サービス費について、
年間の自己負担額上限を適用し、申請が必要な人に申
請書を送付しています。
　平成29年8月1日から高額介護（介護予防）サービス
費の基準が変わり、一般世帯の月々の負担の上限額が
37,200円から44,400円に引き上げられました。ただ
し、一般世帯であっても、同じ世帯の全ての65歳以上
の人（要介護認定を受けていない人も含む）の利用者
負担割合が1割の場合は、同一世帯の年間の自己負担
額の上限額を446,400円（37,200円×12カ月）とし、
超えた額を支給する３年間の緩和措置があります。支
給額が発生した人で、既に月ごとの高額介護サービス
費の支給を受けている人は、改めて申請を行う必要は

ありません。申請が必要な人には、個別に高額介護（介
護予防）サービス費支給申請書を送付しています。
　また、現役並み所得者世帯であっても、以下の要件
に該当する場合は、申請を行うことで、同様に、年間の
自己負担額上限を適用することができます。
　対象の人には基準収入額適用申請書を送付してい
ます。期限までに提出してください。

要件

▽同じ世帯の全ての65歳以上の人（要介護認定を受け
ていない人も含む）の利用者負担割合が1割である
こと

▽同一世帯の第1号被保険者の収入額の合計が520万
円未満（単身世帯であれば383万円未満）であるこ
と

　ペットの散歩時にふんを放置するなど、一部の
心無い飼い主のマナー違反のために、多くの人が
不快な思いをしています。
　白水大池公園内に放置されたペットのふんを回
収しながら、飼い主のマナー向上について考えて
みませんか。
　申し込みは不要です。

日時　10月25日㈭（雨天中止）
　午後４時〜５時
※午後３時からは、犬の飼い主同士の交流を図りな

がら、しつけの必要性や大切さを体験してもらう
ためのしつけゲームを
行います。飼い犬と一
緒に参加してください。
見学もできます。

場所　白水大池公園（集
合場所：管理棟前）

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

飼い主のマナー向上
ペットのふん一掃大作戦

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発
医薬品）の特許が切れた後に開発された、新薬と同
じ有効成分・同じ効果を持つ医薬品で、国の認可の
もと製造販売されています。飲みやすさなど、新薬
よりも工夫された薬もあります。
　ジェネリック医薬品に切り替えた場合、新薬よ
り価格が安いため、薬代が軽減され、皆さんが薬局
などに支払う医療費や、市国民健康保険（市国保）
財政の負担が軽減されます。
　そのため市国保では、ジェネリック医薬品に切
り替えた時の薬代の軽減額を、「ジェネリック医薬
品差額通知」として対象者に送付しています。
　また、希望者にはジェネリック医薬品希望カー
ドケース（被保険者証ケース）を交付しています。
切り替えの際に活用してください。
※全ての先発医薬品にジェネリック医薬品があるわ

けではありません。切り替えを希望する際は、医
師・薬剤師に相談してください。

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

知っていますか
ジェネリック医薬品
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壁新聞を作ってみよう

「子ども遊び隊」が新聞作りに挑戦
　9月8日、ふれあい文化センターで、子ども会の
次のリーダーとなる小学5年生で構成された「子ど
も遊び隊」のメンバー約50人が、新聞作りに挑戦し
ました。
　市職員から新聞の構成や記事の書き方のポイン
トなどを学んだ後、班ごとに記事やイラストを書い
て新聞を作成。最後は、みんなの前で完成した新
聞を披露し、工夫した点などを発表しました。

▲新聞の構成について意見交換する参加者たち

約3,000句が詠まれた

市小中学校俳句大会授賞式
　9月1日、ふれあい文化センターで、第2回春日
市小中学校俳句大会の授賞式が行われました。
　この大会は、俳句を通して伝統的な言語文化に
親しむことを目的として、市内の小学5・6年生、
中学3年生が俳句を詠んだものです。
　大賞作品は、春日南小学校5年山

やま

田
だ

愛
あい

斗
と

さんの、
「北風よ　にぎる父の手　あたたかい」。受賞作品
計24句は、10月31日まで市民図書館に掲示します。

▲受賞した皆さん

各中学校の生徒会が取り組みの成果を発表

春日市六中・生徒会サミット、出前トーク
　8月22日、ふれあい文化センターで、春日市六
中・生徒会サミット実践発表会が行われました。市
内全中学校の生徒会役員が、各校でこれまで行っ
てきた生徒会による取り組みをステージで発表。
　後半は出前トーク「市長と語る」を開催し、市長を
はじめとする市の幹部職員と生徒たちが、将来の
春日市や学校生活について、活発に意見交換を行
いました。

▲取り組みを発表する生徒会役員の皆さん

友だちをたくさん作ろう

市スポーツ少年団交流運動会
　9月1日、総合スポーツセンターで、春日市スポー
ツ少年団第2回交流運動会が行われ、市内12小学
校の児童など169人が参加しました。
　これは、楽しみながら体を動かす種目を中心にし
たもので、参加者同士が交流を深め、友だち作り
を行うことなどを目的に行われたものです。
　異なる学校の児童が混合で、赤、青、黄、緑の
4ブロックに分かれ、競技を通じて交流しました。

▲障害物をクリアする「鉄人ツライアスロン」の様子
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楽しみながら歴史や文化財に親しむ

弥生の里かすが奴国の丘フェスタ
子どもも大人も同じ問題に挑戦

知のチャレンジＫＡＳＵＧＡ

市シニアクラブ連合会

グラウンド・ゴルフ総合大会

　9月22日、奴国の丘歴史資料館・奴国の丘歴史
公園で奴国の丘フェスタが開催され、約2,300人
が来場しました。勾

ま が た ま

玉作りなどの体験コーナーは、
子どもたちに大人気。また、今年は初めて、春日
の歴史を題材にした紙芝居も行われました。
　午後から行われた風の丘コンサートでは、和

わ だ

田
名

な お こ

保子さんによるオカリナ演奏やフォークデュオ
唄
うたいびとはね

人羽による演奏が行われ、観客を魅了しました。

　9月8日、春日小学校で、「第8回知のチャレンジ
KASUGA」が行われました。これは、チャレンジす
る心を高めることを目的に、小学校5・6年生の国
語、算数の問題に挑戦するもの。
　また、生涯学習の一環として楽しんでもらうため、
大人にも参加を呼び掛けて行われました。
　当日は、小学生106人、保護者・一般参加者
27人の計133人が同じ問題にチャレンジしました。

　9月19日、総合スポーツセンターで、市シニア
クラブ連合会によるグラウンド・ゴルフ総合大会
が行われ、約200人が参加しました。暑さの残る
中、選手たちは互いに声を掛け合いながら、プレー
を楽しみました。
　参加した27チームのうち、優勝したのは小倉
地区長寿会チーム。来年行われる県大会に、連合
会代表として出場する予定です。

▲紙芝居「武
たけすえしん

末新兵
べ え

衛物語」に見入る子どもたち ▲問題に挑戦する参加者

▲互いに声を掛け合ってプレーする参加者

　9月2日、須玖北地区自治会で防災学習会が開か
れました。参加者は、小・中学生、育成会、地域の
人など計30人。はじめに、秋

あ き え だ

枝恵
え み

美自治会長から
避難訓練やフィールドワーク学習会など、これま
での防災減災の取り組みが紹介されました。また、
市防災対策指導員が白地図の読み方や浸水ハザー
ドマップを使った図上訓練を紹介した後、自助・共
助・公助についてグループワークが行われました。　　

（広報レポーター　松
ま つ

尾
お

謙
け ん

治
じ

）

須玖北地区で防災学習会開催
私たちのまち須玖北〜自主防災を考える〜

広報
レポーター
だより

▲市防災対策指導員の話に聞き入る参加者たち
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親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

７
ヵ
国
語
で
話
そ
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
多
言
語
講
座（
無
料
）

　
楽
し
く
確
実
に
身
に
付
け
ら
れ
る

言
語
の
習
得
の
こ
つ
や
多
言
語
の
魅

力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
講
座
は
、
ど
ち
ら
も

各
１
つ
以
上
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
メ
キ
シ
コ
文

化
に
触
れ
て
み
よ
う
）

　
▽
ピ
ニ
ャ
ー
タ
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

　
　
日
時　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
第

３
和
室
Ａ（
原
町
３
－
１
－
７
）

　
▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
日
程

　
　
・
10
月
27
日
㈯

　
　
　
時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

第
１
和
室　

　
　
・
10
月
31
日
㈬

　
　
　
時
間　
午
後
３
時
〜
５
時

　
　
　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

第
３
和
室
Ａ

○
講
座（
多
言
語
の
自
然
習
得
）

　
日
程

　
▽
11
月
７
日
㈬

　
　
時
間　
午
後
３
時
〜
５
時

　
　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５

　
　
　
０
３
研
修
室　

　
▽
11
月
17
日
㈯

　
　
時
間　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ

ー
学
習
室
３

定
員　
10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
当
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
一
財
）言

語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ

ー
ク
ラ
ブ

☎（
５
０
２
）２
１
４
６（
F
兼
用
）

見
に
き
ま
せ
ん
か

各
流
派
の
競
演
舞
台

市
舞
踊
連
盟
発
表
会（
無
料
）

日
時　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時（
開
場
：

午
前
10
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
１
階
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
市
舞
踊
連
盟　
白し

ろ

水う
ず

☎（
５
９
５
）１
０
７
９

福
岡
女
学
院

柿
薗
記
念
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

第
６
回
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

　
大
小
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
協
演
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈯
・
㈷

　
午
後
２
時
〜（
開
場
：
午
後
１
時

30
分
）

場
所　
福
岡
女
学
院
ギ
ー
ル
記
念
講

堂（
福
岡
市
南
区
曰
佐
３
－
42
－
１
）

演
奏
曲
目　
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
前
奏

曲
と
フ
ー
ガ
ト
長
調
他

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
法
人
福
岡
女

学
院
総
務
課

☎（
５
８
１
）１
４
９
２

F（
５
７
７
）２
４
８
０

見
学
し
ま
せ
ん
か

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
祉
大
会（
無
料
）

　
高
齢
者
福
祉
功
労
者
表
彰
式
と
、

演
芸
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

※
演
芸
大
会
は
、
午
後
２
時
頃
か
ら

行
い
ま
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス

プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長　
後ご

藤と
う

☎（
５
０
１
）０
０
５
３（
F
兼
用
）

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
に
向
け
て

一
歩
踏
み
出
す
た
め
に

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

○
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
　
安や

す
た
け
し
ん

武
信
吾ご

さ
ん（「
は
な
ち
ゃ
ん

の
み
そ
汁
」著
者
）の
講
演
会
や
、

親
子
で
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
時　
11
月
17
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

〇
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
名な

取と
り

は
に
わ
さ
ん（
元
内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
長
）の
講
演
会

や
県
民
企
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
実
施
予
定
で
す
。

　
　
託
児（
生
後
６
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着

20
人
、
11
月
２
日
㈮
ま
で
に
要
申

し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

　
日
時　
11
月
24
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
す
ば
る
」

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

http://w
w

w
.asubaru.or.jp/

う
ち
エ
コ
講
座（
無
料
）

リ
メ
イ
ク
し
ま
せ
ん
か

使
わ
な
く
な
っ
た
リ
ボ
ン
が
大
変
身

　
余
っ
た
リ
ボ
ン
や
、
使
わ
な
か
っ

た
リ
ボ
ン
を
リ
メ
イ
ク
し
て
、
ポ
ー

チ
を
作
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
11
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午

※
時
間
の
関
係
上
、
完
成
し
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

場
所　
市
役
所
４
階
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
リ
ボ
ン

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈪
〜
31
日
㈬

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp

イ
ベ
ン
ト  Event

▲ピニャータ
（手作り人形）

環
境  Environm

ent



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

12市報かすが ｜ 平成30年10月15日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

使
っ
た
菜
園
管
理
な
ど

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

の
受
講
経
験
者
を
対
象
に
し
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

　
菜
園
で
の
種
ま
き
や
苗
植
え
の
実

習
を
行
い
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
で
で
き
た
堆
肥
の
使
い
方
や
日
常

管
理
を
学
び
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
堆
肥
で
育
て
た
野
菜
の
試

食
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈬

　
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
１
時

場
所　
ス
プ
リ
ン
グ
食
堂「
環
」（
下

白
水
南
６
－
１
９
０
）

参
加
費　
５
０
０
円（
試
食
会
材
料

費
）　

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈪
〜
31
日
㈬

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.
fukuoka.jp

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

血
糖
値
を
下
げ
る
教
室

参
加
者
募
集

　
糖
尿
病
の
予
防
の
た
め
に
大
切
な

食
事
と
運
動
に
つ
い
て
、
実
践
し
な

が
ら
学
べ
る
教
室
で
す
。

対
象　
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
や
、

過
去
に
血
糖
値
が
高
め
と
指
摘
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
、
原
則
と

し
て
全
て
の
講
座
に
出
席
で
き
る

人
日
程
・
内
容（
全
４
回
）

▽
11
月
20
日
㈫
：
保
健
師
に
よ
る
糖

尿
病
に
つ
い
て
の
講
話
、
体
成
分

分
析
測
定

▽
11
月
27
日
㈫
：
健
康
運
動
指
導
士

の
講
話
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
12
月
４
日
㈫
：
管
理
栄
養
士
に
よ

る
食
生
活
に
つ
い
て
の
講
話
、
塩

分
濃
度
測
定

▽
12
月
11
日
㈫
：
糖
尿
病
予
防
の
食

事
の
調
理
実
習

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午（
12
月
11

日
は
午
後
１
時
ま
で
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費　
５
０
０
円（
食
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
６
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
直
近
の
血

糖
値
デ
ー
タ
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ナ
ギ
の
木
苑

60
歳
以
上
対
象

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防

　
ナ
ツ
メ
ロ
に
合
わ
せ
て
、
合
唱
、

合
奏
、
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用

料（
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

日
程　
11
月
21
日
〜
12
月
12
日
の
毎

週
水
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の

木
苑

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木

苑
☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

　
「
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
が
う
る

さ
い
」、「
楽
器
を
演
奏
す
る
音
が

気
に
な
る
」、「
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声

で
眠
れ
な
い
」な
ど
、
生
活
騒
音

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
日
頃
か
ら
騒
音
を
減
ら
す
心
遣

い
や
気
配
り
を
欠
か
さ
ず
、
良
好

な
隣
人
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
に
お
け
る
騒
音
・
振
動

と
そ
の
防
止
方
法

○
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
、
楽
器
な
ど

　
▽
使
用
時
間
帯
に
注
意
し
、
ヘ

ッ
ド
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
す

る
。

○
車
や
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音

　
▽
ア
イ
ド
リ
ン
グ（
空
ぶ
か
し
）

は
最
小
限
に
す
る
。

○
掃
除
機
、洗
濯
機
、空
調
機（
室

外
機
）、
給
湯
器

　
▽
購
入
時
に
低
騒
音
・
低
振
動

の
規
格
の
物
を
選
ぶ
。

　
▽
使
用
時
間
帯
や
設
置
場
所
に

注
意
す
る
。

○
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声

　
▽
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
し

つ
け
る
。

　
▽
散
歩
を
さ
せ
る
な
ど
、
ス
ト

レ
ス
の
な
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
配
慮
す
る
。

○
集
合
住
宅（
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
）内
の
音

　
▽
階
段
の
昇
り
降
り
は
ゆ
っ
く

り
と
し
、
床
に
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
ど
を
敷
く
。

　
▽
深
夜
の
給
排
水
は
控
え
る
。

ど
う
し
て
も
我
慢
で
き
な
い
と
き

は
、
直
接
相
手
に
相
談
を

　
家
庭
か
ら
発
生
す
る
生
活
騒
音

は
、
法
律
な
ど
に
よ
る
規
制
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
は
直
接
相
手
に
困
っ
て
い
る

こ
と
を
話
し
て
改
善
を
求
め
ま
し

ょ
う
。
感
情
的
に
な
ら
ず
、
問
題

点
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し

ょ
う
。

　
相
手
は
、
自
分
が
他
人
に
迷
惑

を
掛
け
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
、
譲
り
合
う

気
持
ち
も
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
生
活
環

境
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

健
康  Health

生
活
騒
音
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

快
適
な
生
活
環
境
は
お
互
い
の
配
慮
か
ら
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

10月はエナコロジーマ
ンス
　10月は、「〜みんなで止めよ
う！地球の発熱。〜」をテーマ
に、エネルギーと環境について
考える月間「エナコロジーマン
ス」です。
　「エナコロジー」とは、エナ
ジー（エネルギー）とエコロジー

（環境）を組み合わせた造語で、
エネルギーと環境は、密接な関
係があることから、これらを一
体的に考え、解決していくこと
を提案しています。
　10月は、省エネ、リサイクル、
再生可能エネルギー、温暖化対
策など、エネルギーや環境問題
をテーマにしたイベントが九州
各地で開催されます。
　この機会に、環境問題につい
て考えてみませんか。

○環境フェスティバルふくおか
2018

　日時　10月20日㈯・21日㈰
　　午前10時〜午後４時
　場所　福岡市役所西側ふれあ

い広場（福岡市中央区天神
1-8-1）

○環境フェスタ i
イン
n 太宰府「まほ

ろばのもり2018」
　日時　10月28日㈰
　　午前10時〜午後３時
　場所　太宰府市役所前（太宰

府市観世音寺1-1-1）

手
作
り
に
挑
戦

食
生
活
改
善
推
進
員
が
教
え
る

減
塩
み
そ
作
り
教
室

日
時

▽
11
月
20
日
㈫

　
①
午
前
10
時
〜
正
午

　
②
午
後
２
時
〜
４
時

▽
11
月
21
日
㈬

　
③
午
前
10
時
〜
正
午

　
④
午
後
２
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費（
実
費
）　
１
㎏
５
０
０
円
程

度（
１
人
に
つ
き
２
㎏
ま
で
）

定
員　
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
た
だ
し
、
初
め
て
参

加
す
る
人
を
優
先
）

申
込
方
法　
10
月
31
日
㈬（
消
印
有

効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往

信
用
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

必
要
な
み
そ
の
分
量
、
参
加
希
望

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法「
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
学
ぶ
講
座

で
す
。

　
託
児（
生
後
５
カ
月
〜
４
歳
、
１

人
３
０
０
円
、
先
着
６
人
、
10
月
26

日
㈮
ま
で
に
要
申
し
込
み
）も
あ
り

ま
す
。

対
象　
子
育
て
に
関
わ
る
人

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

じ
ょ
な
さ
ん

講
師　
丸ま

る
や
ま
け
い

山
啓
太た

さ
ん（
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家
、
マ
ル
プ

ロ
代
表
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
居
住
地

区
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民

日
時（
第
２
希
望
ま
で
）を
、
返
信

用
宛
名
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
送
る

※
各
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
も

行
い
ま
す
。
当
日
、
み
そ
汁
を
50

㎖
程
度
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当（
〒
816
－

０
８
５
１
昇
町
１
－
１
２
０
健
康

ス
ポ
ー
ツ
課「
み
そ
作
り
教
室
」

係
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て
に
関
わ
る
人
の
た
め
の

私
の「
怒
り
」と
賢
く
付
き
合
う

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座（
無
料
）

　
「
訳
も
分
か
ら
ず
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、

家
族
に
当
た
っ
て
し
ま
う
」、「
怒
る

と
理
不
尽
に
キ
レ
て
し
ま
う
」と
い

相
談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
１
８ （
無
料
）

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
県

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

研
修
室（
原
町
３
－
１
－
７
）

演
題　
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」の
、
そ
の
先
へ
〜

講
師　
中な

か
じ
ま島
み
つ
こ
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
家
族
と
友
人
を

つ
な
ぐ
会
前
理
事
）

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵

送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出
す

る
か
、
同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.fukuokak 

en-jinken.or.jp/

）か
ら
申
し
込

む
※
講
座
案
内（
申
込
書
）は
、
同
セ
ン

タ
ー
で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
事
業
課（
〒
816
－
０
８
０
４
原

町
３
－
１
－
７
）

☎（
５
８
４
）１
２
７
１

F（
５
８
４
）１
２
７
３

講
演
・
講
座  Lecture
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緊
急
事
態
　

死
亡
事
故
多
発

　
春
日
警
察
署
管
内
で
、
交
通
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
全
体
で
は
交
通
事

故
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
死
亡

事
故
は
増
加
し
て
お
り
、
重
大
事

故
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
人
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
歩
行
者
も
、
運
転
者
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
を
自
覚
し
、
交
通
安

全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
歩
行
者

　
▽
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
横

断
歩
道
を
渡
る
。

　
▽
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
、
反

射
材
を
着
用
す
る
。

〇
運
転
者

　
▽
歩
行
者
を
優
先
し
、
横
断
歩

道
の
手
前
で
一
時
停
止
す
る
。

　
▽
夕
暮
れ
時
は
早
目
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

生
活
に
役
立
つ
話
で

福
祉
を
身
近
に

市
民
福
祉
講
座（
無
料
）

　
託
児（
生
後
５
カ
月
以
上
、
無
料
、

各
10
人
、
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
要
申

し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
が
必
要
な

人
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
〜

笑
顔
の
も
た
ら
す
効
果
〜

　
日
時　
11
月
10
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
講
師　
佐さ

の野
幸さ

ち

子こ

さ
ん（
福
岡
女

学
院
大
学
教
授
）

▽
転
倒
予
防
は
足
元
か
ら
〜
自
宅
で

出
来
る
３
つ
の
習
慣
〜

　
日
時　
11
月
11
日
㈰

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
講
師　
木き

村む
ら
た
ま珠
江え

さ
ん（
足
育
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

　
※
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
下
、
履

き
慣
れ
た
ひ
も
靴（
下
履
き
）で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
各
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

講
座
名（
両
方
可
）を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

旬
の
食
材
で
体
の
中
か
ら
健
康
に

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座（
無
料
）

食
の
伝
道
師
に
学
ぶ
！ 

　
旬
の
食
材
を
上
手
に
取
り
、
免
疫

力
を
上
げ
て
体
の
中
か
ら
健
康
に
な

る
秘
け
つ
を
学
ぶ
食
育
講
座
で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
託
児（
生
後
６
カ
月
〜
３
歳
、
１

人
３
０
０
円
、
先
着
10
人
程
度
、
11

月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬
ま
で
に
要
申
し

込
み)

も
あ
り
ま
す
。

※
託
児
は
市
内
居
住
者
優
先
で
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜)

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
２
階
中
研
修
室

講
師　
桑く

わ
は
ら原
ナ
ミ
さ
ん（
野
菜
ソ
ム

リ
エ
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育

課
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

手
作
り
に
挑
戦

大
人
と
同
じ
食
材
で
作
り
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
〜
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15

人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
の
子
ど
も

の
保
護
者

日
時　
11
月
28
日
㈬ 

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　

▽
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義

▽
調
理
実
習

▽
試
食

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈪
〜
29
日
㈪

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

パ
パ
マ
マ
教
室

夫
婦
で
一
緒
に
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
の
こ
と

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産

予
定
日
が
お
お
む
ね
12
月
～
平
成

31
年
２
月
の
市
内
に
居
住
す
る
妊

婦
と
そ
の
夫

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。

日
時　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
助
産
師
に
よ
る
話
、
育
児
体

験
参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
20
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈪
～
31
日
㈬

に
、
電
話
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
夫
婦
の
氏
名
・
生
年
月
日
・

出
産
予
定
日
・
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

子
育
て  Parenting
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フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

み
ん
な
で
子
育
て　

お
ね
が
い
会
員
説
明
会（
無
料
）

　
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）と
、
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会

員
）が
支
え
合
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
お

ね
が
い
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
、
無
料
、

先
着
20
人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り

ま
す
。

※
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
16
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴

覚
室（
託
児
の
場
所
は
３
階
和
室
）

持
っ
て
く
る
も
の　
証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、横
２・５
㎝
）、筆
記
用

具
申
込
方
法　
10
月
15
日
㈪
〜
11
月
２

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

（
有
の
と
き
は
、
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す

が
事
務
局（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isapo@

city.kasuga.
fukuoka.jp

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
30
年
５
月
〜
８
月
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
だ
ち
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
11
月
１
日
㈭
・
６
日
㈫ 

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア

な
ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の

み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
10
月
17
日
㈬
〜
31
日
㈬

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fukuoka.

jp水
の
大
切
さ
を
学
ぶ

水
郷
ひ
た
の
森
づ
く
り

参
加
者
募
集（
無
料
）

　
福
岡
都
市
圏
は
、
使
用
す
る
水
道

水
の
約
３
分
の
１
を
筑
後
川
の
水
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　
筑
後
川
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
水
源
地
で
の「
植
樹
活
動
」に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
福
岡
都
市
圏
に
居
住
し
て
い

る
人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

日
時　
11
月
25
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

（
受
付
：
午
前
８
時
15
分
～
８
時

25
分
）

※
少
雨
決
行
で
す（
荒
天
の
場
合
中

止
）。

集
合
解
散
場
所　
福
岡
市
役
所（
福

岡
市
中
央
区
天
神
１
－
８
－
１
）

活
動
場
所　
萩
尾
公
園（
大
分
県
日

田
市
友
田
）

定
員
　
80
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
山
の
中
で
作
業

で
き
る
服
装
、
着
替
え
、
水
筒
、

雨
具
や
長
靴（
雨
天
時
）な
ど

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

申
込
方
法　
11
月
９
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
者

全
員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号

（
緊
急
連
絡
先
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市

圏
広
域
行
政
事
業
組
合「
水
郷
ひ

た
の
森
づ
く
り
」
宛（
〒
810
－

８
６
２
０
福
岡
市
中
央
区
天
神
１

－
８
－
１
福
岡
市
役
所
６
階
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.

ne.jp

高
齢
者
・
障
が
い
者
対
象

公
証
人
Ｏ
Ｂ
が
応
じ
る

無
料
法
律
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、
任

意
後
見
）や
遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、

死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　
11
月
２
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３

研
修
室（
原
町
３
－
１
－
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
筑
紫
出
張
所

☎ （
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

募
集  Recruitm

ent

相
談  C

onsultation
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健
康
掲
示
板

　
私
た
ち
の
体
は
、
食
べ
物
で
作

ら
れ
て
お
り
、「
食
」は
健
康
を
支

え
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご

す
人
は
、
市
販
の
総
菜
や
外
食
で

済
ま
す
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ご
は
ん
を
炊
く
、
味
噌
汁
や
お

か
ず
を
作
る
な
ど
、
料
理
を
自
分

で
作
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、

「
食
材
を
選
ぶ
」、「
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
」、「
家
庭
の
味
や
和

食
な
ど
の
食
文
化
を
継
承
す
る
」

な
ど
、
日
々
の
食
生
活
を
豊
か
に

し
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
を
身

に
付
け
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
の

と
き
か
ら
、
家
庭
で
の
食
事
作
り

を
体
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

▲食生活改善推進員による
　親子料理教室

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４　

F（
５
０
１
）０
０
５
１

10
月
15
日
〜
21
日
は「
行
政
相
談
週
間
」

暮
ら
し
の
困
り
ご
と

合
同
行
政
相
談
会（
無
料
）

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
30
日
㈫

　
午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
は
１
人
30
分
以
内
で
す
。

場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

相
談
内
容

▽
行
政
相
談
：
国
や
県
、
市
に
対
す

る
意
見
・
要
望
な
ど

▽
人
権
相
談
：
差
別
や
人
権
問
題
な
ど

▽
法
律
相
談
：
離
婚
、
金
銭
貸
借
、

後
見
な
ど

▽
相
続
・
遺
言
相
談
：
く
ら
し
の
手

続
き
な
ど

▽
登
記
相
談
：
土
地
・
建
物
の
登
記
、

名
義
変
更
手
続
き
な
ど

▽
警
察
へ
の
相
談
：
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー

カ
ー
の
被
害
な
ど

相
談
機
関
な
ど　
行
政
相
談
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
行
政
書
士
、
春
日
警
察
署
、

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

※
弁
護
士
へ
の
相
談
は
定
員
７
人

（
当
日
先
着
順
）で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
省
行
政
相
談

委
員（
春
日
市
担
当
）　

▽
髙た

か
や
ま
ふ
み

山
史
子こ

　
☎（
５
７
５
）３
８
０
１（
F
兼
用
）

▽
片か

た

野の

明あ
き

子こ

　
☎（
５
９
６
）６
３
２
６（
F
兼
用
）

納
期
限
を
忘
れ
ず
に

11
月
30
日
㈮

個
人
事
業
税
第
２
期
分

　
便
利
な
口
座
振
替
納
税
制
度
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
県
税
事
務
所

課
税
課
総
務
事
業
税
係

☎（
５
１
３
）５
５
７
４

F（
５
１
３
）５
５
９
７

協
力
し
て
く
だ
さ
い

不
起
訴
処
分
の
審
査

検
察
審
査
会

　
検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害
者

な
ど
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を

不
服
と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
に
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中

か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
、
そ
の
不
起
訴
処
分
を

審
査
す
る
機
関
で
す
。

　
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
の
内
容
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
検
察
審
査

員
」の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
第
１
・
第
２

検
察
審
査
会
事
務
局

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

F（
７
８
１
）３
１
８
５

10
月・11
月
は

県
麻
薬・覚
醒
剤
乱
用
防
止
月
間

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ

ー
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
乱
用
は
、

乱
用
者
個
人
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

事
故
や
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
周

り
の
人
の
生
活
に
も
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
誰

も
が
容
易
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
周
囲
か

ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
た

ち
を
薬
物
の
危
険
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
周
り
の
大
人
に
よ
る
教
育
が
重

要
で
す
。

▽
子
ど
も
の
様
子
に
常
に
関
心
を
持

つ
▽
子
ど
も
と
日
頃
か
ら
会
話
を
す
る

▽
子
ど
も
の
話
に
常
に
耳
を
傾
け
る

▽
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
る

▽
薬
物
乱
用
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
伝
え
る

※
違
法
薬
物
を
勧
め
ら
れ
た
り
、
子

ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
と
気
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
1
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

相
談
窓
口

▽
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
８
２
）７
５
０
０

▽
県
薬
務
課
麻
薬
係

　
☎（
６
４
３
）３
２
８
７

確
認
し
ま
し
ょ
う

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

自
賠
責
保
険

　
平
成
29
年
の
交
通
事
故
発
生
件
数

は
47
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
58
万
人

と
、
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
深
刻
な
状

況
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
が
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
、
全
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す

る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
。
必
ず
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
土
交
通
省
九
州

運
輸
局
福
岡
運
輸
支
局
輸
送
部
門

☎ （
６
７
３
）１
１
９
１（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
２
番
）

そ
の
他  etc
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相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日（8月を除く）/10時〜16時/市役所/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月〜金曜日/10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●定例行政相談　☎（584）1111㈹
国の行政に関すること/第4火曜日（10月を除く）/10時〜15
時/市役所

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日/9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日/8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日/8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日/9時〜17時/第1・3土、日曜日/9時〜16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）
高齢者の介護や福祉

●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日/8時30分〜17時

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）/10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約
不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日/8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局

暴力・DV・セクハラの相談
●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202

月〜金曜日/8時30分〜17時/じょなさん
●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335

月・水〜金曜日12時〜19時/
土曜日10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日/9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）

不安・悩みごと
●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）/9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

歩
く
②

　
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛

暑
で
、
体
調
管
理
が
大
変
で
し

た
。以
前
の
さ
ん
ぽ
み
ち
で
、「
特

定
健
診
を
受
診
し
て
血
糖
値
が

範
囲
を
超
え
、
運
動
を
す
る
よ

う
に
指
導
さ
れ
た
た
め
、
昼
休

み
に
な
る
と
春
日
公
園
を
歩
い

て
い
ま
す
」と
、
報
告
し
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
猛
暑
に
耐
え

な
が
ら
20
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
続
け
て
き
て
、
血
糖
値

は
ま
だ
範
囲
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
心
地
よ
い
季
節
と

な
る
の
で
、
次
回
良
い
結
果
報

告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

▼
さ
て
収
穫
の
季
節
と
な
り
、

稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
５
月

に
種
ま
き
、
６
月
に
田
植
え
、

あ
ぜ
草
刈
り
を
行
い
、
台
風
や

水
不
足
に
冷
や
冷
や
し
な
が
ら

の
管
理
で
し
た
が
、
病
害
虫
の

被
害
も
な
く
順
調
に
育
ち
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
手
元
に
こ
の「
市

報
か
す
が
」が
届
く
こ
ろ
に
は
、

収
穫
の
喜
び
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
新
米
を
食
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

 

た

子育て通信
やってみましょうタッチケア

　須玖児童センターで毎月行っている「はじめまして♪あ
かちゃん」や、いきいきプラザで毎月行っている「４カ月健
診」で紹介しているのが「タッチケア」です。
　「タッチケア」の始まりは、聖マリア病院（久留米市）の未
熟児室でした。保育器の中でじっとしている赤ちゃんの肌を
優しくなで、声を掛けることで、親と子の絆が深まっていっ
たそうです。

ポイントは３つ

▽見つめて（今触っても大丈夫かな？）

▽語りかけて（「○○ちゃん、タッチケアするよ」）

▽触る（「背中からしようね」）

問い合わせ先　こども未来課児童担当
　　　　　　　（須玖児童センター内）
☎（573）2431　F（584）7739
　 sugu-j@city.kasuga.fukuoka.jp

　顔、手、足、お腹、背中などどこから始めても大丈夫。「１・
２・３・４〜」と数を数えたり、「ママといっしょにララルラルー」
など知っている歌に合わせたり、ゆったりとしたリズムで体
に触れてあげたりましょう。
　「赤ちゃんとどう遊んだらよいのか分からない」と思って
いる人にも、おすすめです。
　赤ちゃんから、幼児、時に
は大人も楽しめる「タッチケ
ア」。肌と肌が触れ合うことで
温かい気持ちになり癒されま
すよ。
日本タッチケア協会ウェブ
サ イト（http://touchcare.
net）
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市
の

木
ナ

ギ
ノ

キ

　
「
弥
生
の
里
か
す
が　
奴
国
の

丘
フ
ェ
ス
タ
」（
今
号
Ｐ
10
参
照
）

は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
岡
本
地
区
自
治
会

長
で
同
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
長
の

有
馬
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

―
フ
ェ
ス
タ
の
目
的
は
？

　
フ
ェ
ス
タ
を
通
し
、
市
の
貴
重

な
文
化
財
を
知
っ
て
も
ら
い
、
奴

国
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
や
、

そ
の
地
に
生
活
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
誇
り
に
し
て
も
ら
う
機

会
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
運
営
で
心
掛
け
た
こ
と
は
？

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
自
治

会
や
近
隣
の
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ

問い合わせ先　秘書広報課広報広聴担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
実
行
委
員

自
身
が
楽
し
む
こ
と
を
重
視
し
、

面
白
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る

気
持
ち
を
高
め
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
は
？

　
フ
ェ
ス
タ
は
、
こ
れ
ま
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
市

民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
は
、
私
か
ら
各
地

区
の
自
治
会
長
に「
ぜ
ひ
見
に
来

て
欲
し
い
」と
直
接
声
を
掛
け
ま

し
た
。
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
か
ら

も
フ
ェ
ス
タ
の
魅
力
を
伝
え
て
い

た
だ
き
、
来
年
は
、
さ
ら
に
た
く

さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

みん春
通信
vol.1

みんなで春をつくろう

“奴国の地”に住む誇りを感じて欲しい

有
あ り

馬
ま

 茂
し げ の ぶ

信さん
（奴国の丘フェスタ実行委員長）

※「Here We Go」のコーナーを今号からリニューアルし
ました。このコーナーでは、市民の皆さんが笑顔になる
ような活動に取り組んでいる人や団体を紹介します。
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